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コンフィギュレーション ツールでの LDAP の設定
このセクションのデフォルトの LDAP の設定には、一般的な設定を示しています。 管理者とし
て、これらの設定が、使用している特定の設定に適していることを判断し、必要に応じて調整す
る必要があります。

LDAP の Cisco Phone Control and Presence との使用は任意です。 ただし、LDAP を使用しない場
合、Phone Control and Presence の一部機能が使用できなくなります。 Phone Control and Presence に
おける LDAP の用途は次のとおりです。

• 着信コールの発信者を Sametime 連絡先として解決します。 Sametime は、電話番号を使用し
て連絡先を検索する仕組みを備えていません。 LDAP を使用しない場合、発信者番号を
Sametime連絡先にマッピングすることができないため、着信コールに対して連絡先名は表示
されず発信者番号のみ表示されます。

• 各 Sametime 連絡先の追加電話番号を取得します。 LDAP を使用しない場合は、名刺のプラ
イマリ番号のみが使用されます。

• IM and Presence Service ユーザの電話ステータスを取得するため、Sametime 連絡先とユーザへ
のマッピングを別の方法で行います。 名刺の属性を使用してこのマッピングを行える場合
は、LDAP を使用しなくても電話ステータスを取得できます。
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LDAP を使用する場合は、Cisco Unified Communications Manager および Sametime サーバで同一の
LDAP ディレクトリ サーバを使用するか、または各ディレクトリ内の個々のユーザを一意に表す
ユーザ ID をすべてのディレクトリ サーバで共用する必要があります。

LDAP 設定は、コンフィギュレーション ツールのその他のタブとも関連します。 LDAP 設定
の内容を変更しそれを保存した場合は、終了する前に [Phone Control and Presence] タブへ移動
し、[ファイル（File）] メニューから [保存（Save）] を選択するという操作も合わせて行う必
要があります。

（注）

手順

ステップ 1 コンフィギュレーション ツールの zip ファイルをダウンロードし、このファイルをローカル ディ
レクトリに解凍します。

ステップ 2 コンフィギュレーションツールファイルをインストールしたディレクトリに移動し、ciscocfg.exe
をダブルクリックします。

ステップ 3 [アップデート サイトの選択（Choose an Update Site）] ダイアログボックスで、このセクションで
作成したアップデート サイト ディレクトリのパスを入力し、[ローカル ディレクトリの設定（Set
up local directory）] を選択します。 [OK] をクリックします。

ステップ 4 [LDAP] タブが選択されていない場合は、クリックします。

ステップ 5 該当するフィールドに値を入力します。
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説明フィールド名またはオプ
ション名

デフォルトでないコミュニティに対してディレクトリサービスの使
用を有効にします。これにより、パイロットコミュニティに対して
も次のような機能を実行できるようになります。

• 電話番号を取得して連絡先を読み込む。

• 連絡先の電話ステータスを表示する。

ユーザ データのセットを 1 つだけ使用できます。 コミュニティは
2つ使用できますが、どちらも同じグローバルユーザセットに属し
ている必要があります。 デフォルトでないコミュニティに対する
Sametime サーバにおいてデフォルトのコミュニティと同じ LDAP
サーバが使用されている場合は、これらのコミュニティの連絡先に
対しても同一の機能を実行できます。

次のいずれかの設定を選択します。

• [無効（Disable）]：このオプションを選択すると、デフォルト
でないコミュニティではディレクトリ サービスが使用できな
くなります。

• [すべてのコミュニティに対して有効化（Enable for All
Communities）]：このオプションを選択すると、デフォルトで
ないすべてのコミュニティでディレクトリ サービスが使用で
きます。

• [設定済みのコミュニティに対して有効化（Enable forConfigured
Communities）]：このオプションを選択すると、[コミュニティ
リスト（CommunityList）]フィールドに表示されているコミュ
ニティに限ってディレクトリ サービスが使用できます。

デフォルト以外のコミュニ
ティ アクセス（Non-default
Community Access）

（[デフォルト以外のコミュニティアクセス（Non-defaultCommunity
Access）] が [設定済みのコミュニティに対して有効化（Enable for
Configured Communities）] に設定されている場合）ディレクトリ
サービスへのアクセスを許可するコミュニティ（Sametimeのホスト
名または IP アドレス）をカンマで区切って入力します。

コミュニティ リスト
（Community List）
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説明フィールド名またはオプ
ション名

次のいずれかのオプションを選択します。

• [LDAP]：IBMSametimeサーバで使用するディレクトリサービ
ス用のサーバを LDAP サーバにする場合はこのオプションを
選択します。

IBM Lotus Sametime で、内部ユーザ ID に LDAP 属性を使用す
る場合は、[Sametime ユーザの内部 ID として属性を使用（Use
Attribute as Internal ID of Sametime User）] チェックボックスを
オンにし、LDAP 属性の名前を入力します。

• [Domino]：IBM Lotus Sametime サーバで使用するディレクトリ
サービス用のサーバを IBM Lotus Domino サーバにする場合は
このオプションを選択します。

詳細については、IBM Sametime のマニュアルを参照してくだ
さい。

Sametime サーバのディレク
トリ タイプ（Directory Type
for Sametime Server）

ステップ 6 [コンフィギュレーション ツール（Configuration Tool）] ウィンドウの [ファイル（File）] メニュー
から [保存（Save）] を選択します。

ステップ 7 [コンフィギュレーション ツール（Configuration Tool）] ウィンドウの [ファイル（File）] メニュー
から [終了（Exit）] を選択します。

変更内容を Cisco Unified Communications with IBM Sametime の [コンフィギュレーション
ツール（Configuration Tool）] ウィンドウに保存したことを確認します。 保存していな
いすべての変更内容は、ウィンドウを閉じると失われます。

（注）

ステップ 8 変更した設定内容を有効にするには、プッシュ アップデートを使用してユーザが自動的にアップ
デートされるよう IBM Sametime を設定するか、または IBM Sametime クライアントからプラグイ
ンをアップデートするようユーザに指示する必要があります。

次の作業

ボイスメール機能を設定するには、「コンフィギュレーションツールでのPhoneControlandPresence
の設定」に移動します。
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説明フィールド名またはオプショ
ン名

このチェックボックスをオンにすると、より詳細な情報をデフォ
ルトでユーザ ログ ファイルに記録することができます。 詳細ロ
グは、パフォーマンスに影響することに注意してください。 快
適なパフォーマンスを保つため、詳細ログは、テスト環境また
は特定の問題のデバッグを実行する目的でのみ有効にします。

[ロギング（Logging）] > [詳細
ログの有効化（Enable Detailed
Logging）]

ステップ 5 [コンフィギュレーション ツール（Configuration Tool）] ウィンドウの [ファイル（File）] メニュー
から [保存（Save）] を選択します。

ステップ 6 [コンフィギュレーション ツール（Configuration Tool）] ウィンドウの [ファイル（File）] メニュー
から [終了（Exit）] を選択します。

変更内容を Cisco Unified Communications with IBM Lotus Sametime の [コンフィギュレー
ション ツール（Configuration Tool）] ウィンドウに保存したことを確認します。 保存し
ていないすべての変更内容は、ウィンドウを閉じると失われます。

（注）

ステップ 7 変更した設定内容を有効にするには、プッシュ アップデートを使用してユーザが自動的にアップ
デートされるよう IBM Sametime を設定するか、または IBM Lotus クライアントからプラグインを
アップデートするようユーザに指示する必要があります。

資格情報の同期
Cisco UC Integration for IBM Sametime 9.0 では、Cisco Unified Communications Manager、IM and
Presence Service、Cisco Unity Connection などの Cisco Unified Communications サービス間で資格情
報を同期する機能が提供されます。 資格情報の同期によって、1 つのサービスの資格情報が変更
されたときに、その同じ資格情報が他の設定済みサービスと自動的に同期化するようになります。

ユーザが Cisco UC Integration for IBM Sametime にログインするために入力する資格情報は、シス
テムの構成方法に応じて異なります。

• ユーザ アカウントを Sametime と同期した場合、Cisco UC Integration for IBM Sametime では、
ユーザは自分の電話機、電話ステータス、ボイスメール アカウントに自分の Sametime の資
格情報で自動的にログインします。

• 同期された Cisco UC 資格情報を Cisco UC Integration for IBM Sametime で使用するように設定
した場合、ユーザが自分のCiscoUC資格情報を入力すると、ユーザが自分の電話機、電話ス
テータス、ボイスメール アカウントにログインするために、Integration でそれらの資格情報
が使用されます。

• ユーザアカウントを同期しない場合、ユーザは自分の資格情報を各サーバに個別に入力する
必要があります。
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Phone Control and Presence の同期の設定

手順

ステップ 1 コンフィギュレーション ツールを起動し、[Phone Control and Presence] タブをクリックします。

ステップ 2 [Cisco Unified Communications Manager] 領域で、[資格情報の同期（Synchronize Credentials）] チェッ
クボックスをオンにします。

ステップ 3 次のいずれかのオプションを選択します。

• Sametime の資格情報を使用する（Use Sametime Credentials）

• 同期された Cisco UC の資格情報を使用する（Use Synchronized Cisco UC Credentials）

ステップ 4 新しい設定を保存します。

電話番号の取得
Cisco UC Integration for IBM Sametime では、必要に応じて起動時または連絡先ごとに、LDAP から
電話番号を一括で取得できます。 これは、[電話番号の取得（Phone Number Retrieval）] 領域の [連
絡先の電話番号を起動時に取得する（Retrieve Phone Numbers for Contacts at Startup）] チェックボッ
クスで設定します。 このチェックボックスは、デフォルトでオンになっています。

LDAPサーバに対して起動時に発生する負荷を低減し、1日の稼働の中で負荷を分散するには、こ
のチェックボックスをオフにします。 これにより、すべての電話番号の LDAP からの一括取得は
無効になります。 この措置によって、連絡先の電話番号がユーザに表示されるまでに、ユーザが
電話コール メニューを 2 回開くことが必要になる場合があります。 これは、1 回のログイン セッ
ションで、1 人の連絡先につき 1 回のみ発生します。

拡張された LDAP 検索オプション
コンフィギュレーション ユーティリティの [Phone Control and Presence] タブにある LDAP 電話属
性領域の着信フィールドまたは発信フィールドを空欄のままにする場合、LDAP 電話検索に影響
します。 この影響は次のとおりです。

• [着信（Incoming）] フィールドを空白にした場合、電話を Sametime 連絡先に還元するために
着信コールに対して LDAP 検索は実行されません。

• [発信（Outgoing）] フィールドを空白にした場合、値をプリロードするため、またはコンテ
キスト メニューを使用したときにリアルタイムで、LDAP 検索が実行されることはありませ
ん。
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Live Text サポートの有効化
Cisco UC Integration with IBM Lotus Sametime では、Live Text からの Click to Call がサポートされま
す。 Live Text の機能をユーザが使用できるようにするポリシーによって、Live Text をイネーブル
にする必要があります。 次の手順を実行して、Live Text を有効にします。

手順

ステップ 1 IBM Domino Administrator アプリケーションを開きます。

ステップ 2 新しいポリシーを追加します。

ステップ 3 [基本（Basics）] タブを選択します。

ステップ 4 [ポリシー名（Policy name）] フィールドにポリシーの名前を入力します。

ステップ 5 [ポリシー タイプ（Policy type）] フィールドで、[組織（Organizational）] を選択します。

ステップ 6 [デスクトップ設定（Desktop settings）] 領域で、[新規（New）] ボタンを選択します。

ステップ 7 [Live Text の有効化（Enable Live Text）] フィールドで、[有効化（Enable）] を選択します。

ステップ 8 [保存して閉じる（Save and Close）] を選択します。

ステップ 9 新しいポリシーを保存します。

ステップ 10 新しいポリシーを適用します。
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